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東大阪若者サポートステーション 運営受託団体
社会福祉法人つむぎ福祉会 理事長 石井 守

青年の自立のカギは就労です。私たちが長年訴え続けてきた青年の自立支援・就労支援の意義が社会的に広まり、行政によ
る支援の制度づくりが試み始められてきたことは嬉しい限りです。
社会福祉法人つむぎ福祉会「青年の自立支援センターゆう」を立ち上げて7年が過ぎました。20年前から不登校や就労就学に
苦しむ青年の自立支援を続けてきた「石井子どもと文化研究所」が母体になって、「ひきこもり」・「ニート」など特に青年に重点を
当てて支援を展開することを目的に開設したのです。この間、それまでの実践を生かしさらに新たな試みを展開しました。この実
績が認められ、このたびの「地域若者サポートステーション」認定委託になったものと思います。
私たちは、この事業に全力を挙げて取り組み、青年の自立支援制度がさらに充実し、一層青年の実態に合ったものになるよう
努力します。皆様のご支援とご理解を心よりお願いします。

東大阪若者サポートステーション
総括コｰディネｰタｰ 阪口 眞由美

地域若者サポートステーションは厚生労働省の「若年無業者対
策」で、地方自治体の指導のもとに実施される委託事業です。
平成19年度から始まった事業で、3年目の今年は全国92ヶ所
に委託されました。ちなみに、大阪府内ではつむぎ福祉会が5
番目で、今年からの実施です。
利用の対象となるのは、概ね15歳から39歳までで1年以上無 ①【相談支援】
業状態にある人となっています。 ○はじめての相談窓口（インテーク＝導入）
私たちは、東大阪若者サポートステーションが「青年の駆け込 相談員が様々なお話をうかがいます。
み寺」となるようにしていきたいと願っています。一人で悩んでい ○進路相談（キャリアカウンセリング）
ないでぜひ出かけてきてください。 キャリアコンサルタントが担当します。
もちろん家族の方の相談も受け付けています。とにかく出かけ ○こころの相談（心理カウンセリング）
てきて下さい。 心理カウンセラーが担当します。
前日までに予約していただければありがたいですが、当日で ○保護者相談
も相談員が空いていれば、大丈夫です。 ご家族の方のお話をうかがいます。

○出張相談
行政や各種団体とタイアップして行います。
○自宅訪問
自宅への訪問を行います。

☆総括 阪口 眞由美 ②【就労支援】
人生はいろいろです。 ○しごと体験（フィールドワーク）
一緒に生き方さがしましょう！ 経験することで、将来への不安を和らげます。

☆キャリアコンサルタント 橋本 美佳 協力企業とタイアップしています。
皆さんと年齢的には変わらないとおもいます・・・ ○職業技能講習
マイペースを大切に、がんばります。 パソコンによるデイジ―図書の編集を指導します。

☆心理カウンセラー 岡崎 剛 ほかにもパソコンを使った講習を行います。
精神科でのカウンセリングや引きこもりの支援などを 定期的にパン販売を行っています。
経験。一緒にゆっくり考えていきましょう。 ③【その他】

☆相談員 古庄 健 ○ゆうプラス（居場所）
一見若造りのアラカンおじさんです。 ”東大阪サポステ”につどう青年の交流の場です。
長年登校拒否・不登校問題に関わってきました。 ○家族交流会

☆相談員 中路 郁子 毎月第３日曜日に開催しています。
優しくて親切なおばさんを目指しています。
若い人と交流するのが大好きです。

☆事務 松枝 順司
体力気力とも大型のまだ３０代の青年（？）です。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
☆顧問 社会福祉法人つむぎ福祉会理事長 石井 守

その思いを支えてくれるところです。

”東大阪若者サポートステーション”って何？

スタッフを紹介します・・・

”東大阪サポステ”って何をやるところなの？
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東大阪若者サポートステーション

社会福祉法人 つむぎ福祉会

創刊にあたって・・・

働きたいけど働けないでいるあなたが
一歩踏み出したいと思った時、

ぱーとなー



５月の取り組み・・・

☆パソコン研修（デイジ―図書編集）
毎週、月曜日の１時から行います。（５月１１，１８，２５日）
デイジー（DAISY)図書とは、視覚障害者や普通の印刷物を読むことが困難な人々のために、カセットに代わるデジタル
録音図書の国際標準規格として開発されたものです。編集は専用のソフトウェアを使ってパソコンで行います。

☆大阪ガス御堂筋ふれあいバザー・パン販売
５月１９日（火）、２０日（水）の両日１０時から行います。
大阪ガスの“小さな灯”運動の一環として、共同作業所で作られた手作り商品を展示・販売するチャリティバザーが大
阪ガス本社「ガスビル」前で行われています。私たちも４年前からつむぎ福祉会のパン工房で作るパンを販売しています。

☆他にもいろんなところで、つむぎ福祉会のパン工房で作るパンの販売を行っています。

☆大阪府ニートサポート事業「就労訓練・体験事業」財団法人大阪労働協会受託事業の実施団体として、
① 「職場体験・実習」
② 「私のしごと館」体験実習

を行い、たくさんの青年が参加しました。

あなたの「働きたい」気持ちを、実際の職場での「働く 「見る」だけではなく、「触れて、体験する」ことで
体験」を通して確かめてみませんか。体験先や職種など 仕事について「考え、学ぶ」参加型の施設が「私
については、実際にお会いし、面談の中でじっくり話し合 のしごと館」です。プロの指導による本格的な仕
って決めていきます。いろんな仕事・職場を経験するなか 事体験や、専門家による職業適性診断ができま
で、あなたにふさわしい就労・就職を考えていきましょう。 す。ぜひお越しください。
という呼びかけに、１０８人の青年が参加しました。 という呼びかけに、５１人の青年が参加しました。

デイジー図書編集に参加した青年は、 「勉強になった。楽しくできた。」
「初めのころは難しかったが、継続して研修に参加してい 「興味深かった。仕事にしてもいいと感じた。」
たら、少しづつ慣れてきた。」 「難しかったけど興味がある。」
「なかなか自分にはできていないように感じるが、少しづ 「他のメンバーと協力して頑張れた。」
つ続ければ大丈夫かなと思った。」 「細かい作業だった。少し難しく感じた。」
福祉施設の実習に参加した青年は、
「初めはどうしたらいいか不安があったが、慣れていくに などの声が、参加した青年から挙がりました。
したがって少しづつゆとりができてきた。こういう仕事も出
来るかもしれないと思った。」
金属加工に参加した青年は、
「初めてだったが、もの作りの仕事は自分に合っていると
感じた。社長さんの経験に基づく話は納得できた。」

といった感想が寄せられました。

「私のしごと館」内のテレビスタジオで
ニュースキャスターを体験しました。

①「職場体験・実習」 ②「私のしごと館」体験実習

「社会福祉法人つむぎ福祉会」は昨年こんなことをやりました！


